
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：大崎市 

 

 

 ３ 調査圏域：大崎市管内 

 

 

 ４ 調査期間：令和２年度～令和３年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   本市では，第２次大崎市総合計画に掲げた，将来像「宝の都（くに）・大崎」

～ずっとおおさき・いつかはおおさき～」の実現に向けたまちづくりを進めて

おり，集約型市街地の形成やそれらをつなぐ公共交通の充実・強化を図ってい

る。快適に暮らせる公共交通の充実・強化として鉄道，路線バス，地域内交通

など，本市に係るすべての公共交通が一体となって機能する公共交通ネットワ

ークの構築，交通体系の改善につながる幹線・準幹線道路の整備および公共交

通施設の環境整備が必要となっている。 

   そのため，本市の将来像を実現するために必要な都市交通体系の構築を図る

「大崎市都市・地域総合交通戦略」を策定し，病院アクセスのための道路空間

再構築や自転車ネットワークの構築に取り組むものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１章 業務概要 

（１） 業務の概要 

（２） 実施内容 

   

２章 既存資料の収集整理 

  ・地域の現状 

  ・公共交通の現状 

 

３章 大崎市の公共交通を取り巻く現状 

（１） 地域の概況 

（２） 上位・関連計画 

（３） 交通の状況 

（４） 市民バス・地域内公共交通の状況分析 

（５） 現計画の取り組み状況 

  

４章 各種調査（市民・利用者の意識調査等） 

（１） 市民アンケート 

（２） 公共交通利用客アンケート 

（３） 観光客アンケート 

（４） 地域内公共交通等利用客アンケート 

（５） 関係者からの意見収集 

 

５章 今後に向けた課題整理 

（１） 公共交通を取り巻く現状・問題等（要点） 

（２） 今後に向けた課題・着眼点等 

 

  ６章 協議会などの運営支援 

 

  巻末資料 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

№ 区    分 所属職名等 氏  名 備  考 

1 学識経験者 公立大学法人宮城大学教授 徳
と く

 永
な が

 幸
よ し

 之
ゆ き

 会長 

2 鉄道事業者 
東日本旅客鉄道株式会社 

古川駅長 黒
く ろ

 田
だ

 正
ま さ

 雄
お

  

3 

一般旅客自動車運送事業者 

株式会社ミヤコーバス 

取締役 北部地区支配人 伊
い

 藤
と う

 真
ま さ

 仁
ひ と

 監事 

4 
社団法人宮城県タクシー協会 

大崎支部長 水
み ず

 野
の

 英
え い

 治
じ

 監事 

5 自動車専用道路管理者 
東日本高速道路株式会社 

東北支社仙台管理事務所長 山
や ま

 野
の

 晃
あ き

 弘
ひ ろ

  

6 

住民又は利用者の代表 

三之助わらじ号運営委員会会長 髙
た か

 島
し ま

 利
と し

 光
み つ

  

7 
岩出山地域内公共交通運営委員

会会長 高
た か

 橋
は し

 芳
よ し

 一
か ず

  

8 
古川商工会議所運輸交通部会 

部会長 千
ち

 田
だ

 信
の ぶ

 良
よ し

 副会長 

9 
東北運輸局宮城運輸支局長が

指名する者 

東北運輸局宮城運輸支局 

首席運輸企画専門官 木
き の

 内
う ち

 俊
と し

 典
の り

  

10 宮城県企画部長が指名する者 
宮城県企画部地域交通政策課 

主事 左
さ

 古
こ

 瑞
み ず

 樹
き

  

11 

一般旅客自動車運送事業者の

事業用自動車の運転者が組織

する団体が推薦する者 

宮城県交通運輸産業労働組合協

議会特別幹事 横
よ こ

 田
た

 壮一郎
そ う い ち ろ う

  

12 

道路管理者（国土交通省） 

東北地方整備局仙台河川国道事

務所調査第二課長 岩
い わ

 舘
だ て

 慶
け い

 多
た

  

13 
東北地方整備局仙台河川国道事

務所古川国道維持出張所長 坂
さ か

 本
も と

 智
と も

 子
こ

  

14 
東北地方整備局仙台河川国道事

務所鳴子国道維持出張所長 田
た

 口
ぐ ち

 光
こ う

 紀
き

  

大崎市地域公共交通活性化協議会 

（会長：宮城大学教授 徳永幸之） 

大崎市地域公共交通活性化協議会事務局 

（大崎市市民協働推進部まちづくり推進課） 



15 道路管理者（宮城県） 宮城県北部土木事務所次長 千
ち

 坂
さ か

 さつき  

16 道路管理者（大崎市） 大崎市建設部建設課長 村
む ら

 田
た

 正
ま さ

 志
し

  

17 
運送区域を管轄する警察署長

が指名する者 

古川警察署交通課長 佐々木
さ さ き

   勝
まさる

  

18 鳴子警察署交通課長 佐々木
さ さ き

 洋
よ う

 介
す け

  

19 市長が指名する者 市民協働推進部長 佐
さ

 藤
と う

   基
もとい

  

20 

関係市町村の長が指名する者 

栗原市企画部市民協働課長 高
た か

 橋
は し

 貴
た か

 之
ゆ き

  

21 加美町企画財政課長 武
た け

 田
だ

 守
も り

 義
よ し

  

22 大衡村企画財政課長 残
ざ ん

 間
ま

 文
ふ み

 広
ひ ろ

  

23 美里町防災管財課長 小
お

 野
の

 英
ひ で

 樹
き

  

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

   本市では，第２次大崎市総合計画に掲げた，将来像「宝の都（くに）・大崎」

～ずっとおおさき・いつかはおおさき～」の実現に向けたまちづくりを進めて

おり，集約型市街地の形成やそれらをつなぐ公共交通の充実・強化を図ってい

る。快適に暮らせる公共交通の充実・強化として鉄道，路線バス，地域内交通

など，本市に係るすべての公共交通が一体となって機能する公共交通ネットワ

ークの構築，交通体系の改善につながる幹線・準幹線道路の整備および公共交

通施設の環境整備が必要となっている。 

   そのため，本市の将来像を実現するために必要な都市交通体系の構築を図る

「大崎市都市・地域総合交通戦略」を策定し，病院アクセスのための道路空間

再構築や自転車ネットワークの構築に取り組むもの。 

 

 

 ２ 調査フロー 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基礎情報の整理 

■上位・関連計画の収集整理 ■地域の概況，公共交通の状況 

■前計画の状況確認  など 

住民・利用者等の意識調査 

■市民・利用客アンケート ■公共交通利用者アンケート 

■地域内公共交通の利用客へのアンケート ■観光客等へのア

ンケート 

運行事業者・関係者の意見収集等 

■現計画にかかわる関係者への意見収集 

■市内運行事業者への意見収集 

現状と課題・着眼点等の整理 

■市内の現状及び課題，着眼点等を整理 

大
崎
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

１ 大崎市地域公共交通計画及び都市・地域総合交通戦略策定の流れ 

 

  地域公共交通計画及び都市・地域総合交通戦略策定に向けて，令和２年度は基礎

調査として，大崎市の地域・公共交通の現状に関する基礎情報の整理，アンケート

等を行い課題や着眼点を整理した。令和３年度は目標・方針と取り組みメニューに

ついて検討し，関係者と調整しながら骨子，素案の整理を行い，計画書（案）をと

りまとめ，庁議，議会，活性化協議会での協議等を経て計画策定となる。 

 

２ 各調査等の実施概要     

（１）基礎情報の整理                                        

・本市の地域概況，公共交通の現状について，既存資料・データ等の情報，現

地確認等をもとに整理を行った。 

 ■地域概況 

  ・人口等の推移・将来見込み，高齢化の状況，人口等の分布，目的地となる主

要施設の立地状況 等  

 ■公共交通の現状 

  ・公共交通ネットワーク，運行状況，利用状況，利用圏域の状況，周辺道路の

状況 等 

（２）市民へのアンケート                                      

・市民へのアンケートを行い，外出，利用交通手段の状況や，今後に向けた意見

等を調査した。 

 ■方法：郵送配布・郵送回収 ■対象及び配布数：大崎市民（16 歳以上を無作

為抽出）4000 人 

■主な調査内容：普段の外出先・利用交通手段，外出頻度，市民バス・地域内交

通等の認知度・利用頻度，交通手段選択の考え方，公共交通の満足度，今後に

向けた意見・意識 等 

（３）公共交通利用客へのアンケート                              

・市民アンケートでは，公共交通利用客の回答者が少ないと想定されること，及

び市外からの利用客の意見が捉えられないことから，概ね同内容のアンケート

を，公共交通利用客に配布し，ニーズ等を把握した。 

 ■方法：利用客への直接配布，郵送回収（平日 1 日） 

 ■配布場所：古川駅前，市民病院前 ■対象及び配布数：鉄道・バス・タクシー

の乗降客 計 500 人 

 ■主な調査内容：（上記の市民アンケートと同様） 



（４）「地域内公共交通」の利用客へのアンケート                        

・移動手段として，まさに「公共交通を必要としている人」と考えられる地域内

公共交通等の利用客の現状や意見等を把握した。 

 ■対象及び方法：  

●各地域の「地域内公共交通」  

⇒・乗車客へ車内で配布，または登録者（無作為抽出）への郵送配布 

●グループタクシー 

⇒・タクシー券交付者（無作為抽出）への郵送配布・郵送回収 

■配布数：405 人 

■主な調査内容：（記述内容から，概ねの傾向を把握）お住いの地区，年齢・免

許の有無等，利用頻度，外出目的・行き先，複数の所用の有無，往復・片道利

用，他に使う当日の交通手段 等      

 

（５）観光客等へのアンケート             

・観光客（市外からの来訪客）へのアンケートを行い，公共交通に対する意識・

意向等を把握した。 

 ■方法：観光施設スタッフの協力による来訪者への声掛けや手渡し配布，回収ボ

ックスによる回収，または郵送回収。 

 ■配布場所：①鳴子温泉観光案内所，②早稲田桟敷湯，③しんとろの湯，④あ・

ら・伊達な道の駅 

■対象及び配布数：施設への来訪客 220 組 

■主な調査内容：（記述内容から，概ねの傾向を把握）お住いの地域，同行者，

来訪目的・行き先，来訪頻度，市内複数箇所の立寄りの有無，市内滞在時間，

利用交通手段（来訪・回遊） 等 

（６）運行事業者へのアンケート・情報収集等               

・公共交通の運行事業者へ，アンケートを行い，運行・運営の現状，今後の意向・

アイデア等を把握した。 

■方法：アンケート形式（記述中心）の調査を行い，運行・運営の現状，今後の

意向・アイデア等を把握した。 

■対象・調査内容：公共交通運行事業者 

鉄道事業者（JR 東日本），バス事業者（ミヤコーバス，JR バス 

東北），地域内公共交通，グループタクシーの運行事業者（各地

域の運行事業者） 

⇒最近の利用客の動向（利用パターンや利用客の特徴等），市民・利用客の声，

運営・運行面での問題等の有無，新型コロナによる影響と取り組み状況，今後

に向けた意見・アイデア 等 

 



（７）関係者への意見収集                     

・庁内の各関連部門等に対する情報・意見収集を行い，担当部門で関連する取り

組み状況，今後のアイデア等を把握した。 

■方法：アンケート形式（記述中心）の調査を行った 

■対象：公共交通・交通施設の関連部門のほか，都市計画，観光・集客・商業，

生活，高齢者福祉，学校，病院，健康増進，交通安全，地球環境など，公共交

通が寄与すると考えられる部門，観光関係者等。 

  ⇒①関連する取り組みの状況等について 

   ・現計画の施策，同目的の他の施策の取り組み状況，実施による結果，今

後の予定等 

  ⇒②公共交通に関わる今後の期待，取り組みのアイデア等について 

   ・現計画の方向性に対し考えられる取り組みのアイデア，各部門の視点か

ら公共交通に期待される事項，公共交通と連携してできそうな取り組

み，試行してみたい取り組みのアイデア（案内充実，PR・企画等を含む）

等 

 

  



３ 今後に向けた着眼点等について 

（１）大崎市地域公共交通網形成計画（現計画）について     

・現計画は，計画期間を平成 28 年度から令和 2 年度までとし，「人」と「まち」・

「暮らし」をつなぐ公共交通を基本理念に，鉄道・路線バス・地域内交通等，

本市に係るすべての公共交通が一体となって機能する公共交通ネットワーク

の形成を図るため，各種事業を行ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



（２）現状と課題・着眼点等の整理について  

・今回の基礎調査を通じて見出された課題・着眼点等を以下のとおり整理した。

現計画の検証と，これらの課題・着眼点等を反映し，今後の方針や取り組みの

方向性を検討・整理していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇今回の基礎調査で見出された課題等は，概ね，現計画の基本方針に合致している。

（現在も課題として残っている状況） 

〇今後策定する「大崎市地域公共交通計画及び都市・地域総合交通戦略」について

は，現計画の基本理念・基本方針を踏まえるとともに，今回の基礎調査による着

眼点を反映し，今後の方針や取り組みの方向性を検討・整理していく。 

 

○大崎がめざす姿やまちづくりを，将来にわたり支えていく公共交通が必要。 

 ・人口減少・高齢化が進むことを念頭に置き，地域に見合った公共交通を考えてい

くことが必要。また，地域間の連携を支えていくことが必要。 

・すでに，広域移動，地域間移動，地域内移動，市街地循環を構成する公共交通ネ

ットワークが形成されており，将来まで確保・維持するための部分的な見直し等

が必要。（市民バスや地域内公共交通等で非効率な路線の運行方法を調整する等） 
    
○拠点の機能や案内を充実することが必要。 

 ・市中心部と各地域をつなぐネットワーク構成で，公共交通の利用は市中心部で多

く，特に，市中心部の拠点（駅）のアクセス性を確保・充実することが必要。 

・乗り継ぎ拠点でのわかりやすさの向上を望む声も多く，改善が必要。 
 
○全体のわかりやすさ・使いやすさの向上と，市民等の利用促進が必要。 

 ・市内の公共交通が全体的に分かりにくいとの声が得られており，利用しようとす

る人が不便を感じる事項があるため，利用者目線での改善や工夫が必要。 

・一方，市民や来訪客の，市民バスや地域内公共交通の認知度が低く，公共交通を

利用できる状況にあっても，クルマを利用する人が大半であるため，過度なクル

マ利用の見直しや公共交通に対する意識の醸成等が必要。 
 
○まちの賑わい等に貢献することが必要。 

 ・公共交通での回遊や，“公共交通＋歩く”の外出を促すことで，まちなか（中心

市街地等）の活性化や，鳴子温泉など観光振興などに寄与していくことが必要。 

  

 今回の基礎調査を通じて見出された課題・着眼点等（現状） 


